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一

産
業
集
積
研
究
の
活
発
化

本
稿
の
課
題
は
､
産
業
集
積
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
を
概
観
し
､
集
積

研
究
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
察
し
た
う
え
で
､
そ
こ
か

ら
日
本
の
中
小
商
工
業
経
営
の
未
来
を
展
望
す
る
こ
と
に
あ
る
｡

産
業
集
積
と
は
､
相
互
に
関
連
す
る
多
数
の
企
業
が
中
小
企
業
を
中

心
と
し
て
狭
い
地
域
に
集
中
す
る
社
会
現
象
の
こ
と
で
あ
る
｡
原
理
的

に
は
､
集
中
す
る
中
小
企
業
は
､
製
造
業
者
で
あ
っ
て
も
商
業
者
で
あ
っ

て
も
か
ま
わ
な
い
が
､
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
､
製
造
業
者
を
中
心
と
す

る
産
業
集
積
の
研
究
が
先
行
し
て
お
り
､
本
稿
で
も
､
そ
の
動
向
を
追

う
こ
と
に
す
る
｡

橘

川

武

郎

近
年
､
中
小
企
業
研
究
､
経
営
史
研
究
､
組
織
論
研
究
な
ど
の
世
界

に
お
い
て
､
産
業
集
積

へ
の
関
心
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
｡
タ
イ

ト

62

ル

に

｢産
業
集
積
｣
と
い
う
言
葉
を
含
む
､
最
近
刊
行
さ
れ
た
お
も

な

研

究

書
を
列
記
す
る
だ
け
で
も
､

○
渡
辺
幸
男

『
日
本
機
械
工
業
の
社
会
的
分
業
構
造

階
層
構
造

･
産

業
集
積
か
ら
の
下
請
制
把
握
』
有
斐
閣
､

一
九
九
七
年

○
清
成
忠
男

･
橋
本
寿
朗
編

『
日
本
型
産
業
集
積
の
未
来
像
』
日
本
経

済
新
聞
社
､

一
九
九
七
年

○
伊
丹
敏
之

･
松
島
茂

･
橋
川
武
郎
編

『産
業
集
積
の
本
質
』
有
斐
閣
､

一
九
九
八
年

○
武
知
京
三

『
近
代
日
本
と
地
域
産
業

.
東
大
阪
の
産
業
集
積
と
主
要

企
業
群
像
』
税
務
経
理
協
会
､

一
九
九
八
年
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○
植
田
浩
史
編

『産
業
集
積
と
中
小
企
業

東
大
阪
地
域
の
構
造
と
課

題
』
創
風
社
､
二
〇
〇
〇
年

○
関
満
博
編

『
ア
ジ
ア
の
産
業
集
積

‥
そ
の
発
展
過
程
と
構
造

経
済

協
力
シ
-
1
ズ
』
日
本
貿
易
振
興
会
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
､
二
〇
〇

一
年

○
中
小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー
編

『産
地
解
体
か
ら
の
再
生

地
域
産
業

集
積

｢燕
｣
の
新
た
な
る
道
』
同
友
館
､
二
〇
〇
一
年

○
稲
垣
京
輔

『
イ
タ
-
ア
の
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

‥
産
業
集
積
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
の
ス
ピ
ン
オ
フ
の
連
鎖
』
白
桃
書
房
､
二
〇
〇
三
年

の
よ
う
に
､
す
ぐ
に
八
冊
も
篭

日物
が
あ
が
る
｡
ご
く
最
近
で
は
､

｢産
業
集
積
｣
と
類
似
し
た
意
味
を
も
つ

｢
ク
ラ
ス
タ
ー
｣
と
い
う
言

葉
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
､

○
山
崎
朗
編

『
ク
ラ
ス
タ
I
戦
略
論
』
有
斐
閣
､
二
〇
〇
二
年

の
よ
う
な
研
究
書
も
､
登
場
し
始
め
て
い
る
｡

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
検
索
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
右
記
九
冊
の
書
名

に
つ
い
て
検
索
を
か
け
る
と
､
ヒ
ッ
ト
件
数
が
最
も
多
い
の
は
､
伊
丹

･

松
島

･
橋
川
編

『
産
業
集
積
の
本
質
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

(二
〇

〇
三
年
三
月
三

1
日
現
在
).
さ
ら
に
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
て
､

同
書
の
引
用
の
さ
れ
方
を
調
べ
る
と
､

○
馬
場
靖
憲

･
渋
谷
真
人

｢東
京
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
ク
ラ
ス
タ
ー

･
企
業

の
空
間
的
集
積
の
考
察
｣
『
研
究

･
技
術

･
計
画
』
第

一
四
巻
第
四

号
､
一
九
九
九
年

○
日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店

『
サ
ッ
ポ
ロ
バ
レ
ー
･
コ
ア
･
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

‥
集
積
の
効
果
を
得
つ
つ
あ
る
札
幌
市
内
I
T
企
業
群
の

現
状
と
課
題
』
二
〇
〇
〇
年

○
鈴
木
正
明

｢東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
小
製
造
業
育
成
に
関
す
る
試
論
｣

大
蔵
省
財
政
金
融
研
究
所
研
究
部
lF
M
P
D
iscu
ss
i
o
n
P
a
per
s?

rLes,
N
o.D
O
A
･0
2
,
二
〇
〇
〇
年

○
声
明
憲
｢
韓

国
に
お
け
る
先
端
技
術
産
業
集
積
の
現
状
と
展
望

大

田
市
の
事
例
を
中
心
に
｣
『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
四
七
巻
第

三
号
､
二

〇
〇
一
年

○
金
原
達
夫

･
榎
本
悟

･
日
代
武
史

｢広
島
県
に
お
け
る
産
業
集
積
の

63

変
容
と
課
題
｣
『
地
域
経
済
研
究
』
第

一
二
号
､
二
〇
〇
一
年

○
田
中
史
人

｢産
業
集
積
の
創
業

･
経
営
革
新
を
促
進
す
る
機
能
に
つ

い
て
｣
『中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
商
業
科
学
科
篇
』
第
三
〇
号
､

二
〇
〇
一
年

○
長
谷
川
伸

｢
日
系
中
小
企
業
の
中
国
進
出
と
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
｣

『
関
西
大
学
商
学
論
集
』
第
四
六
巻
第
四
号
､
二
〇
〇

一
年

○
山
崎
幸
雄

･
原
哲
志

･
劉
鵬

｢構
造
転
換
期
に
お
け
る
中
小
企
業
の

経
営
革
新

･
中
小
製
造
業
に
見
る
経
営
革
新
｣
商
工
総
合
研
究
所

『商
工
金
融
』
二
〇
〇
一
年
三
月
号

○
大
塚
啓
二
郎

･
園
部
哲
史

｢内
生
的
発
展
段
階
論
｣
財
務
省
財
務
総
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合
政
策
研
究
所

『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
･
レ
ビ
ユ
I
』
第
五
四
号
､
二

〇
〇
一
年

○
渡
辺
俊
三
は
か

｢産
業
集
積
と
地
域
政
策
｣
『
名
城
論
叢
』
第
三
巻

第

三
万
､
二
〇
〇
二
年

○
向
井
文
雄

｢地
域
の
視
点
か
ら
の
大
学
改
革

‥
国
立
大
学
の
再
編
統

合
に
向
け
て
｣
『高
岡
短
期
大
学
紀
要
』
第

一
七
巻
､
二
〇
〇
二
年

○
横
山
直

｢構
造
改
革
特
区
を
通
じ
た
規
制
改
革
と
産
業
の
集
積
に
関

す
る

一
考
察
｣
内
閣
府

『
景
気
判
断

･
政
策
分
析
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
･
ペ
ー
パ
ー
』
0
2
.
3
､
二
〇
〇
二
年

○
中
小
企
業
庁
編

『中
小
企
業
白
書

二
〇
〇
二
年
版
』
二
〇
〇
二
年

な
ど
の
研
究
論
文
や
書
物
で

『産
業
集
積
の
本
質
』
が
引
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
す
る
｡
つ
ま
り
､
専
門
的
な
研
究
書
が
次
々
と
刊
行
さ

れ
､
そ
れ
ら
を
引
用
し
な
が
ら
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
政
策
提
言
な
ど
が

さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
と
い
う
形
で
､
産
業
集
積
研
究
は
活
発
化
し
て
い

る
の
で
あ
る
｡

こ

な
せ
､
今
､
産
業
集
積
な
の
か

-

｢
二
重
構
造
モ
デ
ル
｣
と

｢産
業
集
積
モ
デ
ル
｣

近
年
､
産
業
集
積
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
､
そ
こ
で

観
察
さ
れ
る

｢
産
業
集
積
モ
デ
ル
｣
が
､
こ
れ
ま
で
支
配
的
だ
っ
た

｢
二
重
構
造
モ
デ
ル
｣
と
は
異
な
る
､
新
し
い
中
小
企
業
観
を
提
供
す

る
か
ら
で
あ
る
｡
『産
業
集
積
の
本
質
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る

○
松
島
茂

｢新
し
い
中
小
企
業
論
｣
伊
丹

･
松
島

･
橋
川
編
前
掲
書
所

収
､

一
九
九
八
年

は
､
｢
二
重
構
造
モ
デ
ル
｣
と

｢
産
業
集
積
モ
デ
ル
｣
と
の
違
い
に
つ

い
て
､
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
｡

｢『
二
重
構
造
モ
デ
ル
』
は
､

一
つ
の
経
済
の
中
に
高
生
産
性

･
高
賃

金
の

『近
代
的
』
大
企
業
部
門
と
低
生
産
性

･
低
賃
金
の

『非
近
代
的
』

中
小
企
業
部
門
が
併
存
し
､
か
つ
『
大
企
業
と
中
小
企
業
の
問
に
は
支

配
=
従
属
の
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
が
多
い
』
と
い
う
問
題
を
強
調
し

て
､

こ
れ
を
批
判
の
対
象
と
す
る
と
い
う
意
図
を
も

っ
た
､
い
わ
ば
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『病
理
解
析
モ
デ
ル
』
で
あ
｣
る

(三
八
頁
)｡

｢
こ
れ
に
対
し
て
､
『産
業
集
積
モ
デ
ル
』
は
群
と
し
て
の
中
小
企
業

が
実
際
に
活
動
し
て
い
る
現
場
で
あ
る

『産
業
集
積
』
に
着
目
し
て
､

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
ダ
イ
ナ
-
ズ
ム
を
理
解
す
る
た
め
の

『
生
理
解
析

モ
デ
ル
』
で
あ
る
｣
(三
九
頁
)｡

端
的
に
言
え
ば
､
二
つ
の
モ
デ
ル
の
基
本
的
な
差
異
は
､
次
の
二
点

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第

一
は
､
検
討
対
象
の
違
い
で
あ
る
｡
｢
二
重
構
造
モ
デ
ル
｣
が
個
々

の
中
小
企
業
を
問
題
に
す
る
の
に
対
し
て
､
｢産
業
集
積
モ
デ
ル
｣
は

多
数
の
中
小
企
業
が
群
と
し
て
活
動
す
る
場
に
光
を
当
て
る
｡
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第
二
は
､
経
済
合
理
性
に
対
す
る
評
価
の
違
い
で
あ
る
｡
｢
二
重
構

造
モ
デ
ル
｣
は
'
中
小
企
業
の
経
済
合
理
性
が
大
企
業
の
そ
れ
に
比
し

て
相
対
的
に
小
さ
い
点
を
問
題
に
す
る
｡

一
方
､
｢産
業
集
積
モ
デ
ル
｣

は
､
中
小
企
業
が
群
と
し
て
活
動
す
る
場
で
あ
る
産
業
集
積
が
独
特
の

経
済
合
理
性
を
も
つ
点
に
注
呂
す
る
｡

今
日
､
中
小
企
業
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
真
に
解
決
し
よ
う
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
､
二
つ
の
モ
デ
ル
を
き
ち
ん
と
峻
別
す
る
必
要
が
あ
る
｡

比
喉
的
に
言
え
ば
､
｢病
理
解
析
モ
デ
ル
｣
で
あ
る

｢
二
重
構
造
モ
デ

ル
｣
に
か
か
わ
る
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
は
､
病
気
を
治
す
こ
と
に
似

て
い
る
｡

一
方
､
｢生
理
解
析
モ
デ
ル
｣
で
あ
る

｢産
業
集
積
モ
デ
ル
｣

に
関
連
す
る
問
題
を
解
決
す
る
T.)
と
は
､
体
質
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
｡

一
人
の
人
間
に
と
っ
て
､
健
康
を
保
持
す
る
と
い
う
目
的
は

同
じ
で
あ
っ
て
も
､
病
気
を
治
す
こ
と
と
体
質
を
強
化
す
る
こ
と
と
で

は
､
お
の
ず
か
ら
取
り
組
む
べ
き
内
容
が
異
な
る
の
で
あ
る
｡

中
小
企
業
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
'
｢
二
重
構
造
モ
デ
ル
｣
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
あ
る
し
､
｢産
業
集
積
モ
デ
ル
｣
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
あ
る
｡
こ
れ
ま
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た

｢
二

重
構
造
モ
デ
ル
｣
に
関
す
る
研
究
に
加
え
て
､
近
年
､
｢産
業
集
積
モ

デ
ル
｣
に
関
す
る
研
究
が
活
発
化
し
て
い
る
背
景
に
は
､
こ
の
よ
う
な

事
情
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
｡

三

産
業
集
積
が
有
す
る
経
済
合
理
性

そ
れ
で
は
､
｢
産
業
集
積
モ
デ
ル
｣
が
強
調
す
る
'
産
業
集
積
が
有

す
る
独
特
の
経
済
合
理
性
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
点
に
関
し
て
､

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
最
も
明
確
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
は
､
高
岡

美
佳
で
あ
る
｡
高
岡
は
､

○
高
岡
美
佳

｢産
業
集
積
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
｣
伊
丹

･
松
島

･
橘
川
編
前

掲
書
所
収
､

一
九
九
八
年

○
高
岡
美
佳

｢産
業
集
積

･
取
引
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
変
動
｣
『
土
地

制
度
史
学
』
第

l
六
二
号
､

1
九
九
九
年

と
い
う
二
つ
の
論
文
に
お
い
て
､
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
示
し

て
い
る
｡

経
済
合
理
性
を
生
み
出
す
産
業
集
積
固
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
､
｢
集

積
内
分
業
の
効
用
｣
と

｢集
積
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
連
関
｣
と
い
う
二

本
の
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
る
｡

産
業
集
積
の
特
徴
は

｢多
数
の
企
業
の
物
理
的
近
接
｣
に
あ
る
か
ら
､

｢集
積
内
分
業
の
効
用
｣
を
考
察
す
る
際
に
は
､
①

｢物
理
的
に
遠
隔

で
あ
る
｣
企
業
と
比
較
し
て

｢物
理
的
に
近
接
し
て
い
る
｣
企
業
が
分

業
す
る
方
が
よ
り
経
済
合
理
的
で
あ
る
の
は
な
ぜ
か
､
②
物
理
的
に
近

接
し
て
い
る
場
合
に

｢少
数
の
企
業
｣
で
は
な
-

｢多
数
の
企
業
｣
で

65
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分
業
す
る
方
が
よ
り
経
済
合
理
的
で
あ
る
の
は
な
ぜ
か
､
と
い
う
二
つ

の
論
点
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

ま
ず
､
①
の
論
点
に
つ
い
て
｡
｢物
理
的
に
遠
隔
で
あ
る
｣
企
業
と

比
較
し
て

｢物
理
的
に
近
接
し
て
い
る
｣
企
業
が
分
業
す
る
方
が
よ
り

経
済
合
理
的
で
あ
る
理
由
の

一
つ
は
､
物
流

･
情
報
交
換
等
の
費
用
が

節
減
さ
れ
る
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
近
接
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
モ
ノ
を
運
ぶ
費
用
が
低
下
し
､
日
常
､
顔
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
情
報
が
共
有
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
ま
た
､
他
の
選
択
肢
と
比

較
し
て
費
用
が
節
減
さ
れ
る
と
い
う
相
対
的
な
合
理
性
だ
け
で
は
な
く
､

他
の
選
択
肢
が
あ
り
得
な
い
と
い
う
絶
対
的
な
合
理
性
が
､
｢物
理
的

に
近
接
し
て
い
る
｣
こ
と
の
本
質
に
は
含
ま
れ
る
点
も
､
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
｡
例
え
ば
､
モ
ノ
を
遠
隔
地
に
移
動
す
る
と
品
質
に
問
題
が
生

じ
る
ケ
ー
ス
や
､
情
報
通
信
機
器
で
は
や
り
と
り
が
不
可
能
な
は
ど
の

濃
密
な
情
報
交
換
が
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
､
こ
れ
に
あ
た
る
｡

次
に
､
②
の
論
点
に
つ
い
て
｡
物
理
的
に
近
接
し
て
い
る
場
合
に
､

｢少
数
の
企
業
｣
で
は
な
-

｢多
数
の
企
業
｣
で
分
業
す
る
方
が
経
済

合
理
的
で
あ
る
の
は
､
需
要
と
生
産
と
を
マ
ッ
チ
さ
せ
る
フ
レ
キ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
確
保
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
｡
様
々
な
需
要
へ
柔
軟
に

応
え
る
た
め
に
は
､
完
全
固
定
的
な
分
業
体
制
で
は
な
く
､
各
工
程
に

技
術
レ
ベ
ル
や
損
益
分
岐
点
の
異
な
る

一
定
数
以
上
の
企
業
が
存
在
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
｡

つ
ま
り
､
相
当
数
の
企
業
が
存
在
し
､
物
理

的
近
接
を
活
か
し
た
情
報
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
れ
ば
､
需
要
と
マ
ッ

チ
し
た
生
産
体
制
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
｡

経
済
合
理
性
を
生
み
出
す
産
業
集
積
固
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
る

う
え
で
､
｢集
積
内
分
業
の
効
用
｣
と
並
ん
で
重
要
な
論
点
と
な
る
の

は
､
｢集
積
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
連
関
｣
で
あ
る
｡

一
般
的
に
言

っ
て
､

産
業
集
積
は
､
生
産
現
場
で
あ
る
集
積
内
部
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
を
つ
な

ぐ
役
割
を
果
た
す
企
業
の
存
在
な
-
し
て
は
成
立
し
え
な
い
｡
別
言
す

れ
ば
､
産
業
集
積
は
､
集
積
の
内
部
の
生
産
情
報
に
通
じ
､
か
つ
外
部

か
ら
需
要
情
報
を
も
た
ら
す
企
業
､

つ
ま
り
リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
を
必
要

と
す
る
の
で
あ
る
｡

リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
の
存
立
根
拠
は
､
｢
情
報
｣
資
源
の
保
有
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
｡
リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
は
､
生
産
情
報
と
需
要
情
報
を

つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
､
プ
レ
ミ
ア
ム
を
得
る
｡
需
要
情
報
と

生
産
情
報
を
つ
な
ぐ
リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
は
､
需
要
家
と
生
産
者
が
取
引

相
手
を
見
つ
け
る
た
め
の
費
用
を
削
減
す
る
｡
ま
た
､
リ
ン
ケ
ー
ジ
企

業
は
､
｢
評
判
｣
を
確
立
し
て
品
質
を
保
証
し
取
引
に
と
も
な
う
不
確

実
性
を
最
小
化
す
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
は
､

一
般
的

な
取
引
に
お
け
る
商
社
の
場
合
と
同
様
に
､
そ
れ
が
存
在
し
な
い
場
合

に
比
べ
て
取
引
費
用
を
低
減
さ
せ
る
の
で
あ
る
｡

た
だ
し
､
商
社
と
比
較
し
た
場
合
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
の
独
自
性
は
､

自
社
の
存
立
根
拠
で
あ
る

｢
情
報
｣
資
源
を
獲
得
す
る
た
め
に
､
産
業
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集
積
内
部
に
立
地
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
あ
る
｡
集
積
が

｢分
業

に
よ
る
柔
軟
な
生
産
｣
を
基
本
的
機
能
と
す
る
以
上
､
リ
ン
ケ
ー
ジ
企

業
は
､
需
要
情
報
だ
け
で
な
く
､
｢分
業
に
よ
る
柔
軟
な
生
産
｣
に
関

す
る
情
報
を
も
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
-
ン
ケ
ー
ジ
企
業
に
と
っ

て
､
分
業
体
制
を
構
成
し
て
い
る
集
積
内
の
個
々
の
企
業
が
現
有
す
る

技
術
水
準
や
､
そ
こ
で
の
職
人

･
設
備
の
稼
働
状
況
等
を
常
に
把
握
し

て
い
る
こ
と
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
り
､
そ
の
情
報
を
集
積
の
外
部
に

立
地
し
な
か
ら
手
中
に
納
め
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
｡

経
済
合
理
性
を
有
す
る
産
業
集
積
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
､
｢
集
積
内

分
業
の
効
用
｣
と

｢集
積
と
マ
†
ケ
ッ
ト
と
の
連
関
｣
か
ら
成
る
固
有

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
つ
と
同
時
に
､
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
稚
持
す
る
た

め
の

一
種
の
自
己
保
存
機
能
を
も
内
包
し
て
い
る
｡
｢集
積
内
分
業
の

効
用
｣
と
密
接
に
か
か
わ
る

｢創
業
の
継
続
的
発
生
｣
と
､
｢
集
積
と

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
連
関
｣
と
緊
密
に
関
連
す
る

｢技
術
蓄
積
と
評
判
の

喚
起
｣
が
､
そ
れ
で
あ
る
｡･

ま
ず
､
｢創
業
の
継
続
的
発
生
｣
に
つ
い
て
｡
既
述
の
よ
う
に
､
産

業
集
積
が

｢分
業
に
よ
る
柔
軟
な
生
産
｣
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
､

一

定
数
以
上
の
企
業

(大
半
は
中
小
企
業
)
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
｡
し
か
し
､
残
念
な
が
ら
､
中
小
企
業
の
多
く
は
､
継
続
企
業

(ゴ
ー
イ
ン
グ

･
コ
ン
サ
ー
ン
)
で
は
な
い
｡

つ
ま
り
､
｢集
積
内
分
業

の
効
用
｣
を
発
揮
し
て
産
業
集
積
が
存
続
す
る
た
め
に
は
､
廃
業
分
を

補
う
創
業
が
最
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

創
業
数
を
規
定
す
る
要
因
は
､
人
的
資
源

･
資
金

･
情
報

･
技
術
等

の
経
営
資
源
と
､
創
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
｡

第

一
の
要
因
で
あ
る
経
営
資
源
に
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
､
産
業

集
積
固
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
核
心
で
あ
る
細
分
化
さ
れ
た
分
業
が
､
必

要
な
初
期
投
資
の
規
模
を
縮
小
さ
せ
､
創
業
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
機
能

を
も
つ
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
､
産
業
集
積
内
で
は
'
既
存
の
企
業
で
働

い
て
い
た
職
人
が
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
を
し
て
起
業
家
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
こ
と
も
､
注
目
に
値
す
る
｡
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多
発
す
る
の
は
､

柔
軟
な
分
業
体
制
の
も
と
で
､
技
術
や
人
的
資
源
､
情
報
の
伝
播
が
容

易
と
な
り
､
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
に
よ
る
創
業
が
促
進
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡

創
業
数
を
規
定
す
る
第
二
の
要
因
で
あ
る
創
業
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
､

当
該
産
業
の
成
長
性
､
他
の
就
業
機
会
に
対
す
る
比
較
優
位
､
身
近
で

起
き
た
成
功
事
例
な
ど
に
よ
り
高
め
ら
れ
る
｡
人
間
は
､
全
て
の
情
報

を
入
手
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
｡
む
し
ろ
､
限
定
さ
れ
た
情
報
と
限
定

的
な
合
理
性
に
基
づ
い
て
判
断
を
行
う
存
在
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､

物
理
的
に
近
接
し
た
産
業
集
積
の
な
か
で
身
近
に
成
功
事
例
が
あ
る
こ

と
が
､
創
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
う
え
で
大
き
な
意
味
を
も

つ
の
で
あ
る
｡

次
に
､
｢集
積
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
連
関
｣
と
密
接
に
か
か
わ
る
産

業
集
積
の
自
己
保
存
機
能
に
つ
い
て
｡
｢集
積
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
連
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関
｣
に
関
し
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
で
あ

り
､
そ
の
重
要
な
機
能
の

一
つ
が

｢評
判
｣
に
よ
る
品
質
保
証
に
あ
る

こ
と
は
､
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
｡
リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
や
産
業
集
積

そ
れ
自
体
に
と
っ
て
､
｢
評
判
｣
は
重
要
な
経
営
資
源
で
あ
る
が
､
そ

の

｢評
判
｣
の
源
泉
と
な
る
の
は
､
集
積
内
に
お
け
る
技
術
蓄
積
で
あ

る
｡
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
､
｢
評
判
｣
が
い
っ
た
ん
確
立
さ
れ
る

と
､
そ
の
集
積
の
進
む
べ
き
方
向
が
長
期
的
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
｡
｢
評
判
｣
の
確
立
に
は
多
-
の
初
期
投
資
が
必
要
と
さ
れ
る
う
え
､

確
立
さ
れ
た

｢評
判
｣
は
そ
れ
自
体
が
重
要
な
資
源
と
な
る
の
で
､
リ

ン
ケ
ー
ジ
企
業
や
集
積
内
の
各
企
業
に
は
､
｢
評
判
｣
の
資
産
価
値
を

維
持
す
る
た
め
､
集
積
内
部
の
技
術
資
源
を
保
持

･
強
化
さ
せ
よ
う
と

す
る
力
が
働
く
｡

つ
ま
り
､
産
業
集
積
に
は

｢技
術
蓄
積
と
評
判
の
喚

起
｣
と
呼
ぶ
べ
き
機
能
が
作
用
す
る
の
で
あ
り
､
そ
の
機
能
は
､
｢集

積
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
連
関
｣
を
継
続
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
の
で
あ

る
｡こ

こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
､
産
業
集
積
で
は
､
｢集
積
内
分
業

の
効
用
｣
と

｢集
積
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
連
関
｣
と
い
う
二
本
の
柱
か

ら
成
る
固
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
作
用
し
て
お
り
､
そ
れ
ら
が
独
自
の
経

済
合
理
性
を
生
み
出
し
て
い
る
｡
そ
し
て
､
二
本
の
柱
は
そ
れ
ぞ
れ
､

｢創
業
の
継
続
的
発
生
｣
と

｢技
術
蓄
積
と
評
判
の
喚
起
｣
と
い
う
､

自
己
保
存
機
能
を
も
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

四

産
業
集
積
研
究
の
現
状
と
課
題

前
章
で
紹
介
し
た
高
岡
美
佳
の
議
論
は
､
｢産
業
集
積
モ
デ
ル
｣
に

か
か
わ
る
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
｡
分
業
､
技
術

蓄
積
､
創
業
､
-
ン
ケ
ー
ジ
企
業
､
お
よ
び
評
判
が
､
そ
れ
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
五
者
の
う
ち
､
分
業
､
技
術
蓄
積
､
創
業
の
三
者
は
産
業
集
積

の
内
部
で
作
用
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
か
か
わ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
､

リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
､
評
判
の
二
者
は
集
積
の
内
側
と
外
側
を
つ
な
ぐ
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
整
理
に
も

と
､つ
い
て
､
最
近
､
活
発
化
し
て
い
る
産
業
集
積
研
究
の
サ
ー
ベ
イ
を

68

行

っ
た
論
文
に
､

○
橋
川
武
郎

｢
日
本
に
お
け
る
産
業
集
積
研
究
の
到
達
点
と
方
向
性

経
営
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
｣
『
経
営
史
学
』
第
三
六
巻
第

三
号
､
二
〇
〇
一
年

が
あ
る
｡
同
論
文
に
お
い
て
､
本
稿
の
執
筆
者

(橘
川
)
は
､
産
業
集

積
研
究
が
日
本
で
は
主
と
し
て
機
械
金
属
工
業
と
繊
維
工
業
を
対
象
に

し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
､
①
産
業
集
積
の
内

部
で
作
用
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
の
到
達
点
と
問
題
点
､
②

集
積
の
内
側
と
外
側
を
つ
な
ぐ
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
の
到
達
点

と
問
題
点
､
③
今
後
の
産
業
集
積
研
究
の
課
題
､
の
三
点
に
つ
い
て
､
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以
下
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
た
｡

ま
ず
､
①
に
つ
い
て
｡

産
業
集
積
内
の
分
業
や
創
業
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
､
機
械
金
属

工
業
集
積
に
つ
い
て
解
明
が
進
ん
で
お
り
､
そ
の
先
駆
的
な
業
績
と
し

て
は
､

○
関
満
博

｢構
造
調
整
の
な
か
の
大
都
市
工
業

‥
城
南
機
械
金
属
工
業

を
中
心
に
｣
村
田
喜
代
治
編

『産
業
母
都
市
東
京

革
新
と
先
導
性
』

東
洋
経
済
新
報
社
､

一
九
八
八
年

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
､
渡
辺
前
掲
書
も
､
こ
の
分
野
で
の

貴
重
な
成
果
で
あ
る
｡
た
だ
し
ぶ

そ
れ
ら
は
､
時
系
列
的
な
変
化
に
対

す
る
関
心
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
､
共
通
の
不
十
分
性
も
有
し
て
い

る
｡
機
械
金
属
工
業
集
積
を
対
象
に
し
た
歴
史
分
析
は
､

○
沢
井
実

｢中
小
機
械
工
業
の
展
開
と
技
術
教
育

･
公
設
試
験
研
究
機

関

･
機
械
商

･
機
械
工
具
商
街
の
役
割
｣
『
大
阪
大
学
経
済
学
』
第

四
九
巻
第
二
号
､
二
〇
〇
〇
年

な
ど
に
よ
っ
て
､
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
｡

一
方
､
そ
れ
と
は
対
照
的
に
､
繊
維
工
業
集
積
に
つ
い
て
は
､
戦
前

期
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
､
歴
史
的
分
析
が
進
ん
で
い
る
｡
そ
の
代
表

的
な
業
績
と
し
て
は
､

○
山
崎
広
明

｢両
大
戦
間
期
に
お
け
る
遠
州
綿
織
物
業
の
構
造
と
運
動
｣

法
政
大
学

『
経
営
志
林
』
第
六
巻
第

1
･
二
号
､

t
九
六
九
年

○
阿
部
武
司

『
日
本
に
お
け
る
産
地
綿
織
物
業
の
展
開
』
東
京
大
学
出

版
会
､

一
九
八
九
年

○
谷
本
雅
之

『
日
本
に
お
け
る
在
来
的
経
済
発
展
と
織
物
業
』
名
古
屋

大
学
出
版
会
､

t
九
九
八
年

を
あ
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡
し
か
し
､
こ
れ
ら
の
業
績
は
､
産
業
集
積

固
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
と
い
う
視
角
は
希
薄
で
あ
り
､
分
業

や
創
業
に
関
し
て
､
掘
り
下
げ
た
検
討
を
加
え
て
い
な
い
｡

産
業
集
積
に
お
け
る
技
術
蓄
積
に
関
し
て
は
､
こ
れ
ま
で
､
主
と
し

て
同
業
者
組
合
や
公
設
試
験
研
究
機
関
な
ど
の
機
能
に
佳
責

を
合
わ
せ

る
形
で
､
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た

(阿
部
前
掲
書

･
沢
井
前
掲

論
文
参
照
)
｡
こ
の
こ
と
は
､
裏
返
し
て
言
え
ば
､
集
積
を
構
成
す
る
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中
小
企
業
自
身
の
技
術
蓄
積
に
つ
い
て
は
､
い
ま
だ
に
十
分
な
光
が
当

て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
｡

次
に
､
②
に
つ
い
て
｡

産
業
集
積
と
市
場
と
を
つ
な
ぐ
リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
の
役
割
に
関
し
て

は
､
こ
れ
ま
で
､
主
と
し
て
繊
維
工
業
集
積
を
対
象
に
し
た
研
究
が
､

そ
れ
に
注
目
し
て
き
た

(山
崎
前
掲
論
文

･
阿
部
前
掲
書

･
谷
本
前
掲

書
参
照
)
｡
ま
た
､
機
械
金
属
工
業
集
積
に
つ
い
て
も
､
リ
ン
ケ
ー
ジ

企
業
の
役
割
に
論
及
し
た
業
績
が
い
く
つ
か
存
在
す
る

(例
え
ば
､
渡

辺
前
掲
書
)
｡
こ
の
よ
う
に
､
リ
ン
ケ
ー
ジ
企
業
の
役
割
に
関
し
て
は

あ
る
程
度
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
､
そ
れ
が
､
ど
の
よ
う
な
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時
系
列
的
変
化
を
た
ど
っ
た
か
に
つ
い
て
は
､
十
分
な
解
明
が
進
ん
で

い
る
と
は
言
い
か
た
い
｡

一
方
､
産
業
集
積
の
評
判
が
は
た
す
経
済
的
機
能
を
め
ぐ
っ
て
は
､

こ
れ
ま
で
､
ほ
と
ん
ど
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
｡
総
じ
て
､

産
業
集
積
の
内
部
で
作
用
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
に
比
べ
て
､

集
積
の
内
側
と
外
側
を
つ
な
ぐ
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
の
蓄
積
は

不
十
分
で
あ
り
､
こ
の
点
は
､
評
判
に
関
し
て
と
く
に
顕
著
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
｡

最
後
に
､
③
に
つ
い
て
｡

右
記
の
①
と
②
の
検
討
結
果
を
ふ
ま
え
れ
ば
､
今
後
､
我
々
は
､
次

の
三
つ
の
作
業
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
｡
第

一
は
､
実
証
分
析
が
理

論
分
析
に
投
げ
か
け
た
課
題
で
あ
る
が
､
産
業
集
積
に
お
け
る
技
術
蓄

積
が
も

つ
意
味
を
､
イ
ノ
]'(
-
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
蓋
然
性
と
関
連
づ
け

て
､
理
論
的
に
掘
り
下
げ
る
作
業
で
あ
る
｡
第
二
は
､
理
論
分
析
が
実

証
分
析
に
投
げ
か
け
た
課
題
で
あ
る
が
､
繊
維
工
業
集
積
に
お
け
る
分

業
や
創
業
の
あ
り
方
､
機
械
金
属
工
業
集
積
に
お
け
る
リ
ン
ケ
ー
ジ
企

業
の
役
割
､
産
業
集
積
全
般
に
お
け
る
評
判
の
形
成
と
そ
の
機
能
な
ど

に
関
し
て
､
実
態
を
解
明
す
る
作
業
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
第
三
は
､
理

論
分
析
が
実
証
分
析
の
中
の
と
-
に
歴
史
分
析
に
投
げ
か
け
た
課
題
で

あ
る
が
､
あ
る
程
度
実
態
解
明
が
進
ん
だ
､
機
械
金
属
工
業
集
積
に
お

け
る
分
業
や
創
業
の
あ
り
方
､
繊
維
工
業
集
積
に
お
け
る
リ
ン
ケ
ー
ジ

企
業
の
役
割
な
ど
に
関
し
て
､
時
系
列
的
な
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
作

業
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
三
つ
の
作
業
が
進
展
す
れ
ば
､
日
本
に
お
け
る
産

業
集
積
研
究
は
､
さ
ら
な
る
進
化
を
と
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

五

産
業
集
積
と
中
小
商
工
業
の
未
来

本
稿
で
は
､
こ
こ
ま
で
､
産
業
集
積
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
を
概
観
し
､

集
積
研
究
が
活
発
化
し
て
い
る
背
景
に
は
新
し
い
中
小
企
業
観
の
提
供

と
い
う
事
情
が
存
在
す
る
こ
と
､
そ
の
な
か
で
産
業
集
積
固
有
の
経
済

合
理
性
を
生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
､
集
積

研
究
は

一
定
の
到
達
点
を
示
し
な
が
ら
も
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
こ
と
､
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な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
｡

最
後
に
､
こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
ふ
ま
え
て
､
日
本
の
中
小
商
工
業

経
営
の
未
来
を
展
望
す
る
う
え
で
有
用
だ
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
論
点
を

指
摘
す
る
こ
と
に
し
よ
う
｡

第

一
は
､
産
業
集
積
固
有
の
経
済
合
理
性
を
生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
正
確
に
把
握
し
､
そ
れ
に
適
合
す
る
経
営
戟
略
や
政
策
を
打
ち
出
す

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
点
で
あ
る
｡
日
本
で
は
､

1
九
八
〇
年
代
中
葉

か
ら
工
業
集
積
地
域
に
お
け
る
製
造
業
事
業
所
数
が
減
少
に
転
じ
た
た

め
､
｢産
業
集
積
の
衰
退
｣
が
さ
か
ん
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
､

こ
の
よ
う
な
見
方
は
妥
当
な
も
の
と
は
言
え
な
い
｡
詳
し
い
分
析
は
別
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の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
､
現
在
生
じ
て
い
る
事
態
は
､
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
新
た
な
国
際
分
業
の
構
築
に
向
け
た
産
業
集
積
の
形
態

変
化
で
あ
り

(例
え
ば
､
中
小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー
編
前
掲
書
参
照
)､

む
し
ろ
日
本
の
集
積
は
生
命
力
を
発
揮
し
て
健
闘
し
て
い
る
と
さ
え
言

え
よ
う
｡
そ
も
そ
も
､
産
業
集
積
は
､
イ
タ
リ
ア
で
の
事
例
を
み
れ
ば

明
ら
か
な
よ
う
に
､
日
本
特
有
の
も
の
で
も
な
い
し
､
経
済
発
展
の
プ

ロ
セ
ス
で
短
期
的
に
出
現
し
消
滅
す
る
と
い
う

一
過
性
を
も
つ
も
の
で

も
な
い
｡
日
本
の
産
業
集
積
が
高
付
加
価
値
化
の
追
求
な
ど
革
新
を
成

し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
､
そ
の
際
に
も
､

い
ま

一
度
原
点
に
立
ち
返

っ
て
ゝ
集
積
固
有
の
経
済
合
理
性
を
生
み
出

す
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
即
し
た
経
営
戦
略
や
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
､
肝

要
な
の
で
あ
る
｡

第
二
は
､
製
造
業
集
積
の
分
析
か
ら
導
か
れ
た
産
業
集
積
固
有
の
経

済
合
理
性
を
生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
知
見
は
､
商
業
集
積
に

対
し
て
も
､
あ
る
程
度
有
効
性
を
も

つ
と
い
う
点
で
あ
る
｡
｢集
積
内

分
業
の
効
用
｣､
｢創
業
の
継
続
的
発
生
｣､
｢経
営
資
源
と
し
て
の
評
判
｣

な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
､
製
造
業
集
積
の
み
な
ら
ず
､
商
業
集
積
に
関

し
て
も
､
そ
の
ま
ま
適
用
し
う
る
｡
活
発
化
し
っ
つ
あ
る
産
業
集
積
研

究
の
成
果
は
､
日
本
の
中
小
工
業
の
未
来
だ
け
で
な
-
､
中
小
商
業
の

未
来
に
と
っ
て
も
､
役
立

つ
も
の
な
の
で
あ
る
｡

(き
っ
か
わ

た
け
お

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
)
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